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序章
第1節 直接体験の重要性
昨今、子どもの直接体験の不足が懸念されている。筆者の保育経験の中でも例えば3歳
児クラスでカブ トムシを飼育していく際に、直接触れることで、幼児は現実に生きている
ことを感じ取つていた。カブ トムシを絵本やテレビ画面の中の映像で見て「カブトムシ」
という言葉と知識を得ても、バーチャルの認知でしかない。成長を直接見て、直接角虫れる
ことで足をバタバタさせる時の振動や トゲでチクつとする感触などがあり子ども達は心を
動かす。その直接体験からきた 「カブトムシ」という言葉には感じ取った多くの思いが詰
まっている。「命」については、「生」と「死」の違いを、直接体験をもつて感 じ取ること
が大切であると考える。実際、生活の中で幼虫から育て直接触れて、愛着をもつたカブ ト
ムシが動かなくなったことを体験する。感触と感情で「生Jと「死」の違いを感じとるこ
とが、現実的な感覚で、『命』を心に刻みこんで、理解することであると考える。
岡本(2005)は、「社会の情報化は今後さらに進み、子どもがヴァーチュアル 。リアリティ
ヘの反応にのみ追われることの問題、そこで形成された認知のあり方がその後の発達を支
配していくことの危険性は社会現象として現れてきていると言つても過言ではない。幼児
期において、しつけにせよ遊びでにせよ、現実の生活と対人経験に密着した生の感覚をし
つかり身に付けることが必要である。」
(1)と述べている。
また、文部科学省の豊かな直接体験推進事業(2006)において、体験活動とは、文字どお
り、自分の身体を通して実地に経験する活動のことであり、子どもたちがいわば身体全体
で対象に働きかけ、かかわつていく活動のことである。この中には、対象となる実物に実
際に関わっていく「直接体験」のほか、インターネットやテレビ等を介して感覚的に学び
とる「間接体験」、シミュレーションや模型等を通じて模擬的に学ぶ 「擬似体験」があると
考えられる。しかし、テレビゲームやインターネットの普及により「間接体験」や 「擬似
体験」の機会が圧倒的に多くなっている。「疑似体験Jは、有用な一面も持っているが、子
どもたちの成長にとつて、コミュニケーション能力の低下等、負の影響を及ぼしているこ
ともあることが懸念されている。そして、今後の教育において重視されなければならない
のは、人・物や実社会に実際に触れ、かかわり合う「直接体験」であるとされている。
(2)
愛知県幼児教育研究協議会 (2006)では、幼児が「命」を感じるためにという議題におい
て 「喜びや悲しみ、驚き、戸惑い、感動などの様々な心の動きは、直接体験を伴うことで
深く心に刻まれ、人間として豊かな感性をはぐくみ、生きていくために必要な心を形成し
ていく原点(芽生え)となります。」と報告している。また、「幼児期において、バーチャル
の世界に入 り込めるテレビ視聴やゲームを好む子どもは多く、積極的に取り込もうとしま
す。内容によつては自分も共に感じたり考えたりすることもでき、学ぶものもありますが、
これらはあくまでも擬似的な体験でしかありません。実際の生活場面で直接体験すること
が大切な幼児期には、長時間の視聴は刺激が強すぎます。」とも述べている。
(3)
中央教育審議会 (1996)の答申 叙述を見ると「子どもたちに『生きる力』をはぐくむ
ためには、自然や社会の現実に触れる実際の体験が必要である。子どもたちは、具体的な
体験や物事とのかかわりをよりどころとして、感動したり、驚いたりしながら、『なぜ、
どうして』と考えを深める中で、実際の生活や社会、自然のあり方を学んでいく。そして、
そこで得た知識や考え方を基に、実生活の様々な課題に取り組むことを通じて、自らを高
め、よりよい生活を創 り出していくことが出来るのである。このように、体験は、子ども
たちの成長の糧であり、『生きる力』をはぐくむ基盤となっている」
(4)と述べている。
また、飯島 (2009)は、前記の答申より「子どもたちの生きる力を育むものとして直接
体験の重要性が強調されている。みずみずしい体験なくしては、子どもがさまざまな知識
や能力を身につけていくことはおぼつかないのである。机上の理論には、感動や驚きがな
いとは言えないが、直接的な体験のそれに比して著しく浅薄なものであると言 う事は否め
ない。J(5)とし直接体験の重要性を指摘している。
第2節 自然体験活動の必要性と現状
次に直接体験としての自然体験について述べる。文部省 (現文部科学省)青少年の野外
教育の振興に関する調査研究者会議 (1996)によると、自然体験活動とは「自然の中で,
自然を活用して行われる各種活動であり,具体的には,キャンプ,ハイキング,スキー,
カヌーといつた野外活動,動植物や星の観察といつた自然 。環境学習活動, 自然物を使っ
た工作や自然の中での音楽会といった文化・芸術活動などを含んだ総合的な活動である。」
(6)と述べられている。
また、幼児期の自然体験活動は、幼稚園教育要領の幼稚園教育の日標の中で「自然など
の身近な事象への興味や関心を育て、それらに対する豊かな心情や思考力の芽生えを培う
ょぅにすること」
(7)を挙げている。また、保育所保育指針においても同様に、保育原理の
保育目標の中で「自然や社会の事象についての興味や関心を育て、それらに対する豊かな
心情や思考力の基礎を培うこと」
(8)を
挙げている。これらは、好奇心や探究心の旺盛な幼
児期に自然などの身近な事象と十分に関わりを持つことで、それらに対する興味関心を育
て、幼児の認識や思考、意欲等の様々な能力を養 うことは、心身を調和的に発達させる上
で重要であることを示している。ペーター・ヘフナー(2009)はドイツの正規の幼稚園出の
小学 1年生 (H4人)と森の幼稚園出の小学 1年生 (230人)の担任教諭に質問表調査を行
なっている。その調査結果で「「動機付け 。忍耐・集中」「社交的行動」「授業中の協働」の
各領域は、個々の分野が反復反映したと思われ、それによつて森の幼稚園出の子どもたち
は他の子どもたちに比べ得をしている、すなわちこの子どもたちは 1年生在学中の担任教
諭から優れた (評点)一数値が与えられている。」(9)と述べている。ここでいう森の幼稚園
とは幼稚園の固有の建物は存在せず、子どもたちは新鮮な空気の戸外で「風と天気」の下
で遊ぶ。森は、踊り、走り、飛びはね、遊び、身を隠しtどろんこになり、その他いろい
ろなことに豊富な場所を提供する。前項で述べたように、自然における直接体験が減少す
る子どもたちの生活環境の中で、特に幼稚園や保育園だけでも上記の森の幼稚園のような
体験が幼児期に必要になってくると考えられる。
このように、自然体験活動の必要性を述べてきたが、その現状はどうであろうか。中央
教育審議会(2008)が『青少年の現状等について』において全国の公立小学校の小学生に調
査した資料で、自然体験について「ほとんどしたことがない」害1合を平成 10年と平成 17
年で比較している。その中で「キャンプをしたことがほとんどない」割合が38%から53%に
増加している。「海や川で貝を取つたり魚を釣つたりしたことがほとんどない」は22%から
40%に増加している。「チョウや トンボ、バッタなどの昆虫をつかまえたことがほとんどな
い」は 19%から35%に増加している。「海やり||で泳いだことがほとんどない」については 10%
から25%と倍以上に増加しているというデータが出ている。このことから、身近な自然体験
を含め、自然の中で活動する青少年が減少している。という分析結果を述べている。
(1の
例えば、ボーイスカウトとガールスカウトの減少傾向についても同様に、調査結果がで
ている。ボーイスカウト日本連盟のホームページに活動については「生命を尊重する心、
仲間と話し合つて協力する心、モラルや正義感、自然や美しいものに感動する心などが子
どもたちの「生きる力」の基礎となります。社会奉仕活動や、自然の中での体験などを多
く取り入れた、ボーイスカウトの様々な活動をとおして、青少年の、健全な心と体の育成
に貢献したいと、私たちは、強く願つています。」とある。
(11)このような活動を行ってい
る団体も平成 10年度に120144人(就学前年の幼児～中学生)いた会員数が、平成 13年度
には103912人、16年度には94084人、19年度には80440人と減少している。このような
調査結果より子どもの生活から自然体験活動は減つていると推測される。
第3節 自然体験活動への意識と保育実践の問題
田尻(2005)は保育者に自然体験活動に対する意識調査を行つている。その中で現代の子
どもに自然体験活動は必要であるかというアンケー ト調査を実地し 97.7%の保育者が必要
であると答えている。その理由として「期待感いっぱいで外に飛び出す」「野外での遊びを
自ら見つけ出してイメージが次々わき広がる」「自然の変化に気付くことが多くなる」「虫
や植物に興味を持ち保育者に見せにきたり、集めて遊ぶJ「図鑑や絵本が好きになり調べた
りする」「自分が育てている飼育物にやさしく関われるようになる」とアンケー トで 80%以
上の保育者が答えている。すなわち「自然とかかわる保育」に関心の高い保育者は、自然
との触れ合いに対する意義を感じ、そのことが幼児の発達に具体的に影響を与えるという
ことを経験的に感じていることが分かつたと指摘している。
(12)
では実際、自然体験活動は幼児達にどのような効果をもたらすのか。山本ら(2005)は自
然体験活動を多く取り入れている幼児教室の卒園児と全国調査の実態とを比較している。
その調査結果から、幼児期に豊富な自然体験活動を行 うことは、卒園後も多くの自然体験
活動を行 うことにつながり、幼児に対して自然体験活動を行 う重要性を示唆するものにな
つたと言えると述べている。
(1⇒坂井田(1991)は、うさぎの飼育によつて、幼児達の思考概
念がどう変化するかといつた調査を行つている。その中で、うさぎに飼育を通して触れる
前はアニミズム思考の絵画だつたものが、飼育後は、うさぎの特徴をよく見た絵画に変化
した。このことから、直接体験を通して、観察力や客観的な考え方や見方が出来るように
なったと述べている。
(1→さらに、坂井田(2002)は、園での芋ほり活動で活動前と後では子
どもの絵画において直接体験を行 うことで、芋の概念が形成され、そのことが絵画表現の
中に反映されたと述べている。
°①このように自然体験活動においての飼育や栽培などの直
接体験は、幼児の発達段階に良い影響を及ぼすことが考えられる。
また、山下ら (2005)の先行研究では、飼育活動は9割の幼稚園・保育園で行われてい
ることがアンケー ト結果から導き出されている。その中でも管理のしやすい虫がよく飼わ
れている。飼育をするにあたっての問題点も多々挙げられており、その中に担任の負担が
ある。そして、飼育の知識に対する研修を希望する保育者が9割にも関わらず7割がその
機会がほとんどないと答えている。虫は保育の中で飼育するにあたり問題点が少ない保育
材料だと述べている。また 「やさしさ。思いやりが育つ、死生観 (命の大切さ)を伝えるこ
とができ,自然 。生き物との触れ合いを体験させられる、科学的な態度や力が育つ、仲間関
係に好影響がある」などの期待をもつて保育し、教育効果も期待通り得られたと保育者は
アンケー トで答えている。そして、乳児にとつての飼育活動は保育者の関わりが大きく、
その活動によつて自然に対しての興味や愛着に繋がると言つている。蝶を数年にわたつて
飼育することによリー 回日の変態を知ることから、何度も飼育を繰 り返すことにより、変
態を期待し蝶になつて逃がすまでの見通しが持てるようになると言つている。「探究心とし
ての興味 。想像力」「ちいさいものへのやさしさ、思いやり」などの、人間の成長過程の心
の育ちに、アゲハとの出会いが重要な役割を果たしていると述べている。また、飼育にお
いての直接体験を行うことにより、描画活動の変化は、活動前はアニミズム的なものだつ
たが活動後は飼育物を的確に表現したことや、ジェスチャー表現に対しては活動後は飼育
(17)
物の細かい表現も行われたことを述べている。
さらに、アメリカの海洋生物学者で作家のレイチェル・L.カー ソン(1993)は、晩年、子
どもとの関わり方について、『センス・オブ 。ワンダー』を著した。その書の中に、 「生
まれつきそなわっている子どもの “センス 。オブ・ヮンダー=神秘さや不思議さに目をみ
はる感性"をいつも新鮮にたもちつづけるためには、わたしたちが住んでいる世界のよろ
こび、感激、神秘などを子どもと一緒に再発見し、感動を分かち合ってくれる大人が、す
くなくともひとり、そばにいる必要がありますJという一説がある。 (1の保育園において、
保育者は、ここで言うところの大人に成り得る存在である。保育者が子どもたちの感性に
寄り添い、一緒に発見の喜びや感動を分かち合う感性を持つと共に、自然体験活動におけ
るリーダーの役割を理解し、スキルを習得することにより、幼児の自然体験活動の意義が
より広がりを持つものとなると考える。このように、子どもにとって自然への感動に共感
してくれる大人の存在が重要であると考える。
しかしながら、井上(2008)は、保育現場において、若年の保育者達には子どもに自然を
十分に伝えられる実践技量がないことを指摘している。そこで、保育者の自然体験活動ヘ
の知識や技量を高めるための研修の重要性を述べている。
(lの田尻(2004)は、幼児期に自然
体験が必要であることは、保育者養成校の指導者も良く理解 しており、養成内容にも自然
体験を充実させる授業を取り入れる重要性は理解している。 しかし、現状はカリキュラム
の多忙さ、自然を机上に持ち込むことの難 しさ等が理由で、実践されていないと述べてい
る。
(19)
さらに、遠藤ら(2003)は担任が飼育物の管理を負担に感じていることや、適正飼養のな
さ、昆虫嫌いから、小動物を短期間で飼育している園は比較的少ないと調査結果から述ベ
ている。
ゆのまた、栗原ら(2008)は、飼育当番という形にせよ、自由に触れ合 うにせよ、何
より大切なことは、生き物と触れ合 う経験を積み重ねていくことが大切であると述べてい
る。しかし、学生へのアンケー ト調査により、昆虫嫌いな学生が 58.2%もいることが分か
つた。このことは、子どもと昆虫との関わりにおける援助等に影響を及ぼすことも考えら
れる。日常的に昆虫は、どの保育現場においても見られるものであり、子どもたちも興味
を示す身近な生き物であるので保育者になつたときの関わり方が重要となってくると述ベ
ている。
°D井上ら(2009)も、動物飼育の実施には既存の設定環境より保育者の意図が重要
であることや、地域や幼保、公私にかかわらず、保育者が動物飼育の意義と正しい飼育方
を理解し、実践に導入反映させていくことが必要であると述べた上で、保育者養成の時点
で保育者志望学生の飼育経験や動物観が望ましい状況でないことや、生物形態の認識力も
低下傾向であることを指摘している。さらに、それを補う養成教育が実施されておらず、
動物飼育経験や基礎知識がないまま現場に出ている実態であることを述べている。
ゆ
"
ここまでの先行論文等で、自然体験活動は子どもにとつて有益な面が多いが現状では減
少傾向にあり、保育現場でも、自然を十分に伝えられる実践技量がない保育者が増えてい
ることが分かってきた。では、現代の子どもが幼児期に、個人差はあれど多くの時間を過
ごす幼稚園や保育所で充実した自然体験活動を経験するためには、どのような環境が望ま
しいかを本研究で考えていきたい。
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第1章 研究の目的 及び 方法
第1節 研究の目的
自然体験活動を園児にとつて充実したものにするには、前述したように子ども達に関わ
る人的環境が重要になってくると思われる。園児に関わる身近な大人の一人である担任が、
自然体験活動を計画したり、日常にある身近な自然事象に共感たり、一緒に感動すること
が理想である。しかしながら、虫嫌いな養成校の学生が多いことや適正な飼養のなさなど、
保育現場において、若年の保育者達には子どもに自然を十分に伝えられる実践技量がない
ことが指摘されている。
そこで、保育現場において充実した自然体験活動を行なっていくには、担任がどのよう
な研修を受ければ良いかを調べるとともに研修内容を開発し、その効果を分析していく。
その結果、今後の保育現場の自然体験活動をより良いものにするために役立つことを目的
とする。足立ら(2007)は保育養成校の学生を対象に自然体験活動の授業実践で学生たちに、
どのような変化があつたかをアンケー ト調査している。結果として、学生たちの自然への
意識が向上し意義がある満足度の高い演習になったことが述べている。
(Dまた、峰ら(1998)
は、園内外の自然環境を活用するための保育者対象の講義形式での園内研修をおこない事
後アンケー ト調査を行なっている。その中で 4年間行なってきて園内研修の必要性と評価
は高まつていることを述べている。
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このように、学生対象や、保育者対象であっても講義式で座学中心が多いものであつた。
また、松山 (2011)は園外研修はたくさんあるけれど、「学んだことを振り返ることが難し
い」「学んだことを、うまく伝えられない」「学びや気付きをどうやって自園で活かせばよ
いかわからない」「園内で共有する時間がもてない」「還元意識がない」と5つの問題点を
あげている。このような園外研修での学びの実態を踏まえ、職員同士が「互いに学び合 う」
場としての「参加型園内研修」の提案を行なっている。
③
そこで、本研究の園内研修では、園内のフィール ドで実際に保育者が自然体験活動を行
い楽しむすべを感じ取つてもらう体験型研修を主としている。さらに上記のことも踏まえ
た情報 (意識)共有型研修も同時に行つていく。この園内研修で、保育者の意識や実践力、
子どもとの関わり方がどのように変化していくかを探っていきたい。
第2節 研究方法
上記の目的より、保育実践を行 う保育者にとつて自然体験活動における研修が必要であ
ることを述べてきたが、実際にどのような研修が効果的なのか。Y保育園で月に 1回1年
間に計 11回の自然体験に関する園内研修を実施し、その効果を以下の方法で調査した。
1.研修内容
。対象 :Y保育園の保育者 19名を対象 (勤務年数 5年未満-3人、5年以上 10年未満-7
人、10年以上20年未満-7人、20年以上-2人)
。研修のねらい :基本的に園内の園庭や畑などで直接体験しながら、参加した保育者 自身
が自然体験に興味が持てるような研修を実施
。ジャンル :虫。小動物、植物、砂・土 。水、自然事象、五感を使った研修
。実施期間及び方法 :2012年4月～2013年3月の月一回、乳幼児が午睡中の 13時半～14
時、14時半～14時半2回で交代して実施
下記の表の項目の一つであるカテゴリーは本研究の3つの柱である直接体験型研修・知
識型研修・情報 (意識)共有型研修のいずれかを示してある。
2012年度Y保育園で行つた園内研修の内容
月 日 ジャンル 内容(詳細) カテゴリー
1 4月25日 虫、小動物
春の虫、小動物を探そう(国内で虫探しをしてもらいケースに入れて図鑑で調べた) 直接体験型
虫のすみかを作ろう 畑の端に木の板を置きその下に集まる虫を観察した。 直接体験型
虫の特性、飼い方について (ダンゴムシは昆虫ではないこと、雄雌の見分けかた等) 輌識型
危険な生き物を知る(身近で園児が触れると危険な虫についての知識を付けておく) 0識型
2 5月28日 植 物
春の野草を知ろう、遊ぼう。(草笛を吹く、草のアクセサリー を作る等) 直接体験型
春の畑の観察会 (春の畑で春の七草や栽培物を観察した) 直接体験型
注意する植物(身近で園児が触れたり食べたりしたら危険な植物の知識を付ける) 輌識型
野草でお茶を作つてみよう(カラスノエンドウやンロツメクサなどをお茶にして飲んだ) 直接体験型
3 6月27日 砂、上、水
砂団子作りをしよう 直接体験型
砂遊びをしよう (砂場で普段子ども達が遊んでいる砂遊び等を実際にやつてみた) 首接体験型
田の観察会(夏野菜の観察と栽培のポイント) 菫接体験型
虫の特性、飼い方について(かぶとむし、カタツムリ) 知識型
4 8月2日 直物
麺ちゃんの土作り〈野菜くずと微生物を使つて肥えた土を作る) 直接体験型
夏の畑の観察会(夏の栽培物の観察と栽培のポイント) 直接体験型
色水で遊ぼう (ジップロックを使つた草花の色水遊び) 直接体験型
8月31日 砂、上、水
尼遊びをしよう(畑で普段子どもが行つているlFL遊びを実際にやってみた) 直接体験型
尼だんご作り(畑の上を使つてツルピカの泥団子の作つた) 直接体験型
トロトロの泥を作つて遊ぼう(クリー ム状の泥を作り遊んだ) 直接体験型
尼遊びをする際の免疫についての留意点 知識型
9月26日 虫、小動物
大の虫、小動物を探そう(コオロギ等を捕まえて、ケースに入れて観察した) 直接体験型
鳥く虫の飼い方、特性を知ろう(コオロギ、鈴虫) m識型
大の畑を観察(秋仕込みの冬野菜の観察と栽培のポイン ト) 直接体験型
7 10月29日 植 物
どんぐりで遊ぼう、食べよう(ドングリを転がして遊んだり、スタジイを食べた) 体験型
火の畑の観察 (冬野菜の観察とポイント) 直接体験型
市、姫りんごを食べる(園内採れた果実を味わう) 菫接体験型
大の七草について(春の七草に対しての秋の七草を知る) 珈識型
興味の持続についての情報共有 (植物) 青報 (意識)共有型
8 12月5日 自然事象
自然事象 (夕日、月、虹、雲、影、空) 諷識型
影踏み遊び 直接体験型
工について(虹が出来るメカニズム知る) 0識型
尼団子、砂団子について(泥と砂の違いを知る) 直接体験型
9 12月27日 植物、五感
草木染め (ビワの葉の染め物を実際に行う) 直接体験型
ネイチャー ゲーム(視覚、聴覚、触覚を使つた自然遊びを行う) 直接体験型
1月20日
砂、土、植
物
詞庭にお絵描きをしよう 直接体験型
物的環境の共有(砂場の遊び場環境を参加保育者で話し合つて情報の共有をした) 青報 (意識)共有8
木はなぜ紅葉するのか、落葉するのか 輌識型
3月15日 総 合 1年間国内研修 しての振 り返 り 青報 (意識)共有I
2.分析方法
(1)振り返 り会の逐語録分析 ― 園内研修後 の振 り返会を逐語録 として
起こし、コー ド化したものをカテゴリー 分け
し関係性を考察した。
(2)アンケー ト調査 ― 園内研修の事前アンケー トと事後アンケー トの調査を行い、
それぞれの分析と事前事後の比較分析、個人の変化を事前
事後アンケー トより分析し考察した。
注
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第2章 結果 及び 考察
第1節 研修実施後の振り返り会の質的分析
2012年4月より1年間行つた園内研修の振り返 り会として3月に感想や意見交換の時間
を持った。保育園児の午睡中に1回30分の交代制で前半 (9名参加、以下 振り返り会①
と示す)後半 (9名参加、以下 振り返り会②と示す)の2回の振り返り会を行った。
第1項 振り返り会①の分析
研修後の検討について以下のように2段階に分けて分析した。はじめに (1)は振 り返
り会①の分析より園内研修が参加保育者に及ぼす変化についてである (図1-1)。次に (2)
は振り返 り会①の分析より参加保育者の変化が、実践や子どもの様子にどう関係している
か分析したものである (図1-2)。
(1)保育者の変化と体験型・知識型・情報 (意識)共有型研修の関係性
この項では、前半 1回日 (9人)の振り返り会①の内容を質的分析した。方法としては
ボイスレコーダーに録り、逐語録に起こし断片化したものをコー ド化しカテゴリー 分けし
た。その関係性を分析したものを図示したもの (図1-1)を下記に示す。
(A)体験型研修
`子ども心に翼れる
・新鮮で楽しい
。子どもの気持ちが分かつた
・面白かった
・体験して楽しき再発見
・保育に活かせる
。ワクワク感を感じた
。自分が体験して子どもに伝えられた
。楽しかったので覚えてい/●
・夢中になれる      (率構 :2)
・知議・体験・グループワークそれぞれ大切な研修の内容
(3)知識型研修
・ 知識1的なのも良かつた
・子どもに伝えると大入になつたときに生きてくる(率傷13)
子ヽどもの曖からの知識的な経験も大切 (事幌j3)
・原理や理屋が分かつて興味に葉がつた (事例i4)
・知識・体験・グループワークそれぞれ大切な研修の内容
・泥砂団子の作り方を知つている率で子どもに伝えられた{事偶:5)
・知らないことが知られて新鮮
(C)情報 (意識)の共有型研修   ‐
・ほかの人が言つていることを聞いて、なるほどつて思つた
。議し合う機会があったら薗内の燎境もよくなる
・戦員同士で確認しあうという意味でもよい (事例 :6)
,実践を思い出せる (安全管理なども)
・漱見交換もしていきたい
図1-1 研修実施後の振り返り会①の質的分析 1
保育者の変化
‐― 実践に活かすことが出来た 一一――一一‐
童1とする前と後の四季の壼化を子どもたちiミ
議しさせようとするなど言葉掛けが変わつた。
・砂団子とか証 んごとが大人が知ってるから
やっばり子供にも伝えれるしそれで職びが
広がつたし,ないかなとおもいます.
.子どもたちの意見が織るように発閻的な
声掛けをするようになつた
・砂避びも型に入れて型抜をするだけじゃなく
パケツのなじるづくりを子どもと…絡にする
ようになった.
ギ ~‐・‐ヾ・‐ 苦手だつた虫が克服できた
壼が本当i=著手なつたんですけど今年l■
青虫を可妻がつて育てることができました。
私も虫書触ったりするのは何年ぶりか分から
ないぐらいなんですけども蒻修の中で虫のこと
薇えてもらつたり触つたりする中で子どもと
―轄に虫に要蛛●持つたり憾れられるように
なったんじゃないかなあと思います。この前も
t餞児さんとカプトムシの幼虫を維ったときも
あまり抵抗がなかったのもそのおかlfかr3‐と
おもつています.
・虫が大好きな子供と一緒にトコトンまで
な し探 しをする機会が増え、私も壼き手だつ
たけれどもこの研修を通して少しづつなれる
自然恐勁:=対する意識が変わつた
,大人が舞犠を持つて難きになることで手ども
たちl二もつたわっていくんだなと思いました.
普段なにげなく見ている自然事業でも議識して
みることができるようになった。それは曇性が
良くなったんじゃないかなあと思えるようにも
なつた。
襲務懸て壺の世話をするのではなく
どう変化したかななどと興味を持つて世話を
するよう■なるなど、餞育に対しての意識が
変わった,
?
(A)体験型研修、
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上記の振り返り会①の逐語録の関係図の (B)知識型研修、(C)情
報 (意識)共有型研修を、いくつかの事例をあげて考察する。
(A)体験型研修
園内研修の振り返 り会①から、保育者が研修で直接体験することで―楽しめた 。夢中に
なれた 。子ども心に戻れた等が読み取れるコメントは「体験型研修」に分類 した。そして
その分類には以下のような事例があった。
事例 1
「子どもがやつていることで何がそんなに面白いんやろうつて思うことも実際やつてみた
らこんなに楽しかったんやって思うこともあつた。色水とかね。」
「さら砂づくりとかも子ども達なんでこんなに楽しんで何回もやるんやろうって思ってた
けど、自分がやつてみたら わ―楽しいな―つて。J
「実際やったら子どもの気持ちが分かるよね。楽しさ再発見というか。J
「わ―すごい !という子どもの頃のワクワク感が感じられたのが良かつたと思います。」
事例2
「やつぱり保育中って安全管理のためにいつぱいアンテナをはっておかないといけないか
ら自分が夢中になる事は難しいけどこういう研修つてそういう夢中になる機会が作れるよ
ね。」
考察
これは、振り返り会①の話し合いの中で、参加保育者が園内研修で色水遊びや砂遊びを
実際大人同士で行なってみて、感 じたことに対してのコメントである。通常保育中に子ど
もたちと共感しながら一緒に夢中になって遊ぶことができればできればよいのだが、実際
安全管理や トラブル回避、子ども同士の様子を観察したり、保育の準備や保護者対応など
一つの場所で一つの遊びに没頭しにくい現状がある。そこで、園内研修で普段子どもたち
が楽しんでいる遊びや、新しく取り入れたい遊びを実際大人が直接体験し夢中になって遊
んでみた。その結果、上記のような「実際に夢中になって遊んだら面白かつた。」という声
が多く聞かれた。保育者を変化させるために、まずは自然体験活動においての遊びを直接
体験し興味をもつて、楽しんでもらうことが有効であると考える。
(B)知識型研修
振 り返 り会①から、保育者が研修で知識を得ることで一興味が持てた 。実践に活用出来
た 。子どもに伝えられた等が読み取れるコメントは 「知識型研修」に分類した。そしてそ
の分類には以下の事例のような内容のものがあつた。
事例 3
知識的な研修も良かったよ。「子どもたちにこんなこと知ってるか?」 と自慢げに
教えてあげられたりしたら、先生すごいと子どもたちも思つたのだろうし、そして
子どもも、それをおぼえるでしょう。それを頭の片隅に覚えていたら大人になった
時にそれが生きてくるとおもいます。
考察
この事例は2012年8月31日の研修内容 「泥だんご作り」で得た知識を使つて保育実践
したことについてのコメントである。実際のエピソー ドとしては園庭の上より畑の土の方
がツルピカ団子が出来るといつた研修をした。そして、その後に保育実践で畑の土を使っ
て泥団子を作ったところ子ども達が大喜びだった。保育者が研修で泥団子について得た知
識を使い自信を持って、子ども達に伝える事で活動が以前より充実した。研修での知識が
保育者から子どもに伝わり、子どもが大人になった時にも得た知識と経験は生きてくるこ
とを事例の中でも述べている。ただ単に泥団子作りをするのも楽しい経験ではあるが、保
育者が上の違いについて知識を得た。そうすることで今までザラザラのままで終わつてい
た泥団子がツルピカになり、子ども達がさらなる感動体験するためのキッカケになったの
ではないかと考える。
事例4
砂団子とか泥だんごとか大人が知ってるから、やっばり子どもにも伝えれるしそれで
遊びが広がったじゃないかなとおもいます。
事例 5
虹の作り方とか、今まではどうやつたらできるかな―と方向を試しながらやつていた
けどもその理屈がわかつたのでよかった。
考察
この事例4と事例5は、2012年6月27日の研修内容「砂団子作りをしよう」、2012年8
月 31日の研修内容「泥だんご作りJ、 2012年12月5日の研修内容「虹を作つてみよう」の
中で行った虹作りや砂団子作り、泥団子作 りに対しての振り返りのコメントである。それ
ぞれ、直接体験し興味を持ち楽しんで作る研修を行つた。そして、さらに知識型研修とし
て虹の出来る原理や、砂団子と泥団子の違いや上手く作るコツなども理論的に伝えた。事
例4の「大人が知つているから」や、事例5にある「理屈が分かつた」という発言は今回
の研修の知識型研修の効果が出ていることが考えられる。保育者が原理や理屈を理解 した
上で自然体験活動を行うことで、より実践が充実したものになると考えられる。特に事例
4の泥団子作りで、ツルツルにする方法を知った参加保育者たちは研修中に夢中になって
泥団子作りを楽しんでいた。上手く泥団子を作る方法やピカピカに光る原理などを知つて
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泥団子作りに興味を持ち、それを子ども達に伝えたいと思つたことが実践に取 り入れた要
因の一つになったのではないだろうか。このように、直接体験しながら、その中で理論的
な知識を得ることが参加保育者の変化に影響したのではないかと考えられる。
(C)情報 (意識)共有型研修
振 り返り会①から、保育者が研修で情報や意識の共有をすることで一 (情報)意識の共
有が有用である 。実践を振 り返ることができる等が読み取れるコメントは「情報 (意識)
共有型研修」に分類した。そしてその分類には以下のような内容のものがあった。
事例6
砂場のことについて話し合った時は「この道具いいよね !」 とか、「ここにこんなも
のがあったらいいよね !」 とかいろいろ話し合つたよね。職員同士で確認し合うと
いう意味でもいいかもしれへんね。
考察
この事例は2012年1月20日に行つた「砂場での物的環境を考えてみよう」という研修
内容に対しての振 り返 り会①のコメントである。研修では、子どもたちが普段使っている
砂場と遊び道具等の物的環境を使い、実際に保育者が楽しみながら砂遊びをしながら環境
について話し合った。ジャンルとしては情報 (意識)共有型研修である。事例6の中にあ
つたコメントでは、子どもたちが普段使っている砂場の玩具や道具を参加保育者たちが実
際に使って遊びながら情報や意識共有の為の話をしている。普段の保育では、安全管理や
全体にアンテナを張り巡らしながら保育を行つているため、ゆっくり砂遊びをしたり、感
じたりしたことをゆつくり共有するための話し合いが取れていないことが多い。しかし、
このような園内研修の機会に実際に自分たちが道具を使って遊んでみたり、その中で感じ
たりしたことを、その場で話し合 う機会を持った。振り返り会①の分析 (図 1-1)からも、
情報 (意識)共有型研修は保育者の変化に効果を持ち、園内の環境を向上させることにも
繋がる有意義なものであると考える。
(2)保育者の変化からの発展
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振り返り会①の逐語録をさらに分析していくと、保育者の変化が園全体の変化にどう繋
がっていくかの関係性を拾い出すことができた。カテゴリーで分けると、保育者の変化、
研修後の実践、実践での子どもの様子、園内研修の今後であつた。その関係性を図示 した
ものが下記 (図12)である。
保賓者の変{L
“操書者の書藁掛けが変わつた
“飼育に対しての意鋒が度わつた
。興味を持てるよううにな‐●た
・虫に興味を持つたり幾れられるようになつた
“大人の斃味が子どもに薇わると思った
。普段から自然率象を意識するようになつた
。感性がよくなつたように思う
研修後 実銭
^議育実競
“載場実験
・土作け実離
Ⅲ躍団子実践
・色水実l~m
・虫探し実饒
・国鑑機べ実践
での子どもの様子
研修内容が子どもの興味に繁がつた
・ トロ■日なliCを作つて雌んでいた
,危険な虫を意識するようになつた
。藤庭の地蒟l_お絵播き
“ネーチャをゲーム
“撤生物を使つた土作り
,お散歩でも徹生物を懸毬る
‐虫に機れる、探し
・ 爆の害虫摯リ
・野藁とのお別れ
研修内書が子どもの知裁に餞がつた
。権れ f_‐らいけない虫を知る
研隣内容が子どもの活動の変lLに盤がった
。機くことが警手な子も結けた
研籐内容が子どもと保育管の共鰺に餞がつた
"ふるもヽを砂:こ穆りつけてサラ砂を作る
・さら攀の作り方
・発見の議購らしさ
研修内容が一時保育の子どもの変《とに繋がった
。虫に散れられるようになつた
研修内容が在朧児と一時保育児を繋げた
,砂のお城づくり
´
: 研修の次年度織続希望
図1-2国内研修後の振 り返 り会の質的分析
考察
14
研修後に保育者が子ども達と共に研修の効果が考えられる実践をいくつか行つているこ
とが分析より明らかになった。飼育実践に繋がつたのは、実際研修の中で見つけた虫を実
際保育の中で育ててみようと思つたのであろう。また栽培については研修内で畑の栽培物
の育て方や畑の変化を1年間通して見に行った。そこで知ったことや体験したことを研修
後に子ども達に伝えたようである。土作りは、保育園全体で取り組んだ活動であつた。園
内研修で一度保育者が体験していることで、実践で子どもたちと活動する時に取り組みや
すかったとの声が聞かれた。泥団子作り、色水遊び、虫取りと図鑑調べは、自由遊びの時
に気軽に行える内容だつたので、設定保育ではない隙間の遊び時間に行えて良かったよう
である。また、実践の中での子ども達の様子も振り返 り会①のコメントとして出てきた。
その中でも身近にいる危険な虫たちを研修で保育者に伝えた後、各クラスに危険な虫の写
真を貼ることになつた。それにより、子ども達が峰、ムカデ、毛虫など毒を持ってお り触
れれば危ない生き物を意識するようになったようである。このように、研修が保育者の態
度や意識を変化させ、実践に活かされていつた。しかしそれだけでなく、子ども達の生き
生きとした様子と危険認識等の知識にも繋がつていった。それを見た保育者はさらに自然
体験活動の大切さを感じたようである。そして、それを実証する意見としては、保育者の
中から子どもや自分たちが楽しく実践に繋がる今回の研修を次年度も引き続き行って欲し
いという言葉がでたことである。それは、保育者自身が変化する機会になり、それが子ど
もたちの感動や園全体の良化に繋がると感じているからだと考えられる。
第2項 振り返り会②の分析
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研修後の検討について以 下のように2段階に分けて分析した。はじめに (1)は振 り返
り会②の分析より園内研修が参加保育者に及ぼす変化についてである (図2-1)。次に (2)
は振 り返り会②の分析より参加保育者の変化が、実践や子どもの様子にどう関係している
か分析したものである (図2-2)。
(1)保育者の変化と体験型 コ知識型・情報 (意識)共有型研修の関係性
この項では、後半2回日 (9人)の振り返り会②の内容を質的分析した。方法としては
ボイスレコーダーに録 り、逐語録に起こし断片化したものをコー ド化しカテゴリー 分けし
た。その関係性を分析したものを図示したもの (図2-1)を下記に示す。
(A)体験型研修
・子とも心に漢つて行い楽しいつr_.
,実際撻んで泰しかったt
・県育申にできないくらい夢中l_なつて後べた。
`事
例
',・子どももが分かつた、
・子ども心に戻れた
・意れていた面白さを思い音させてくれた く専秘|:
・思い存分豪しめた
。またやりたいなと騒えた
'体捜出来て楽しかつた
・案体験して分かoた
・奥麟の為に自分が体麟することが大研だと思った く華例Oi
・自PIIが体験して子ども適に伝えれた
,盤び方や莞最の仕方が集られて豊しかった
。自盤の中で撻ぷ楽しさが分かつた
,自分たちも楽Lめて表滋でも使えそう
(3)知識型研修
.知らないことがいくつもあった
料学的な畑議研修t必要だと思う
・焦墜な虫の写
=|よ
子どもたtjも灘巌してみている
・知識 な勉舗になつた
・自議の酷び方や虫の種類も知ることができた .
・難盤が増えると自慢したくなる
.空、大賤.鱗な_/の自銘事象の導偉小学校の墳習つたことを患い出した1準察11,
豪燒けF‐・夕焼けの事を
'じ
れた知詳爾俸緩意織するようJtなつた      者
(C)情報 (意識)の共有型研修
・ 自分と他の人の感じ方の連しヽを知れた
・グルーブ,一ウは情緯共有の場になる
・鮎し合うという場を持つことは大切である
・む端動 を話し合うのは良う｀つた。   (事例12)
・保護者に会のことをどう伝えるかの織し舎いtしたい (準傷12,
・結が経験したことrrもとにしたグループF7-ク|ま章見も出やすい
・一方豹でiまなく、みんなが議員していけるような機会モ作って
いけたらいいね
。アイデアや、建でどう違んでいるかなど濾し全えたらいいよね :準側,3
・人と話し合う申で色々共有できることがある   欅 例う0'
グループワークで話をしてキヤンチボ~ルをする方が意ltがある
・先準や子どもたちのアイデアが集まつて盤がりを持てたらいい
。子どもも大人も畑凝ややり方を真僚して共有した機う●lよい
図ら1 研修実施後の振り返り会②の質的分析 1
保育者の変4L
―
 実践に活かすことが出来た
・ …
1
・朝燒 l■の方や夕擁ltの方など子供 と一緒に
見 る時i=ちょつと意識するようFi7●‐りま した、
'今回め研修も十分楽 しかつた1サれ ども自分たちも
楽 しめて子どもたちにどんどんおろ してい1するよう
にできれ「ずしヽいと思います.
毬 酬 胤環尋います。
・研棒の中で虫を触る意義をゆつてくれたり
するのt・ちょっと興味を持つてみようかなと
おもつて見る機 になりました。
・菫を餞ることを線に伝えるのはすごく難し
かつたですもう虫の蟻い母親Iま多い=
・私は饉とか無理やな一逆になは爆とか
カマキリとかそうゆう覆い物は行けるん
やけどム=ョムニョしたものがもうダメで。
カプトムシの幼豊もダメやな一。
でも少しずつ触られる虫も増えてきました
"
自然活動l_対する蠍難が変わつた
・自然の申で菫ぶ楽しさもわかつたし知識も
ためになりました。
・私は記国子も良かつたけど、そういう知雄が
数えてもらつてんつて自構したりして爆育の
中だけでなく普通にブライベートの中で
そういう自然を見る撃鮮の機鵞が変わつたような
気がします。f_‐のしくなりました,
“|●ヽ ■ヽヽヽヽ■′ヽ‐■,バ■い|‐,,“●“●●●|゛ヽ ‐● ●|′ “´` ^"■ヽヽ‐●`"●ヽ′～‐ヽ●●4 ●●′
上記の振り返り会②の逐語録の関係図の(A)直接体験型研修、(B)知識型研修、(C)
情報 (意識)共有型研修のそれぞれでいくつかの事例をあげて考察する。
(A)直接体験型研修
園内研修の振り返り会②から、保育者が研修で直接体験することで一楽しめた 。夢中に
なれた 。子どt)心に戻れた等が読み取れるコメントは「体験型研修Jに分類した。そして
その分類には以下のような内容のものがあつた。
事例 7
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私は泥団子が楽しかつた。泥団子は小さい頃に作ったつきりで、実際園の子どもたちもや
つているのを見るとすごく必死になつてやつているのを見て、でも自分たちが一緒になっ
て必死に作つたりする余裕がなくて今回は結構楽しめました。」
事例8
自分たちが子供との頃にやっていた面白さを忘れてしまってるんよ。作るのも楽しかった
し、そのあとに転がしたりする時に壊れてしまつたりして、これちょっと悔しいな―とか。
だからこそ、こういう園内研修のときに思い存分泥団子などを作れたから楽しかったです。
考察
事例7事例8は、泥団子作りの園内研修についてコメントしたものである。園内研修で
は、園内の上を使つて、実際泥だらけになりながらツルツルの泥団子の作り方を教えた。
参加保育者たちは、保育中では出来ないほど夢中になって自分の泥団子を作っていた。研
修時間が終わつても「まだやりたい !」 などの声がでたことからも、楽しかったことが見
受けられた。まず、多数の参加保育者は子どもの頃に泥団子作りをしていたことを、思い
出して楽しめたようであった。そこで、事例8のように作つたあと転がしたり、壊れてし
まったときの感情を話してくれた。そんな幼少期の思い出を懐かしみながら、改めて泥団
子作りをして、その時には理解していなかったツルピカになる原理を知り実際に試してみ
ることで驚く程上手くいつたので夢中になったようであつた。方法と材料を選べば、泥団
子は誰が作つてもツルピカになる。座学でメカニズムを知っただけでは興味や感動に繋が
りにくい。直接体験型研修の中で実際自分で泥団子を必死になって作り、納得いくものに
なったという成功体験が子ども達とも実践したいという意欲に繋がったのだと考える。
事例9
保育におろすにしても実際自分が体験しておくことつて大事やなと思いました。自分が体
験していたら子ども達にもこんなふうにするねんでと伝えることもできるし。
考察
実践9は園全体で取り組んだ畑の土作りについてである。土作りとは給食室から出た野
菜クズや雑草とボカシ (優良微生物をヌカで培養したもの)を混ぜ合わせた物を土に混ぜ
込むと良い土が出来上がるといつたものである。この畑での土作りは同年に幼児全クラス
で取り組むことになっていたので、園内研修で一度 体験したことは効果的であつた。座学
や参考書などで知識を得るだけで実践するより、一度直接体験することで実践しやすくな
ったという意見を多数聞くことができた。実際3歳クラス、4歳クラス、5歳クラスのそ
れぞれの担任は園内研修を受けていたため、微生物を感じ取る為の言葉掛けや実践の準備
や方法を自分たちでおこなえていた。
色水遊びでも実際保育者が体験したことで実践に活かせたようである。色水遊びはもと
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もと普通のビニール袋に水と花びらを入れ、袋の口を結び中の花びらを揉むと水に色が溶
け出してくるといつたものであつた。しかし、今回の研修では普通の袋をジップロック (ジ
ッパーで国の開け閉めを簡易にできる袋)を使用することを提案し、実際に保育者がそれ
で遊んでみるといつた研修内容であつた。この提案は普通の袋では口を結ぶのに保育者を
頼 り依存した遊びになってしまうのに対し、ジップロックを使 う事で子どもたちが自分た
ちで袋の回の開け閉めができ、水の量の調整や色々な花びらを主体的に繰り返し試 して遊
べるといつたものである。参加保育者達は自分たちが直接体験し色水遊びをすることで、
ジップロックを使 う事で子ども達の遊びがどのように変化するかなどを話し合いながら、
その楽しさを味わっていたようであつた。その後、実践では2歳クラスから5歳クラスま
でが取り入れていた。園内研修で実際に保育者が提案された物的環境を使用して遊んでみ
ることが実践で取り入れられる要因に繋がつたと考察される。
(B)知識型研修
振り返り会②から、保育者が研修で知識を得ることで一興味が持てた 。実践に活用出来
た 。子どもに伝えられた等が読み取れるコメントは「知識型研修」に分類した。そしてそ
の分類には以下のような内容のものがあつた。
事例10
危険な虫とかは写真 とかでやってくれたからお部屋に貼つている危険な虫の写真は
よく子 どもたちが見て意識 しています。「これ危ない奴や !Jとか言いながら。
考察
4月に危険な虫を参加保育者に知つてもらうための園内研修を実施した。峰や毛虫等の
毒のある生き物の写真を見せ、その存在を知り特性と刺された時などの対処方を知識型研
修として取り入れたものであつた。その研修で「この危険な生き物の写真はお部屋に貼つ
て子どもたちにも知つてもらいたい。」と参加保育者から提案がでたので、危険な虫の写真
をA4用紙1枚にまとめて子どもたちが見て覚えられるようにした。事例10は、その写
真を見て子ども達が意識するようになったことを述べている。まさに知識型研修で得た知
識が保育の中で活かされた効果であろう。特にこの時は参加保育者の方から子ども達に写
真で直接伝えたいという意見がでた。知識研修が保育者にも子ども達の様子にも良い効果
を示していると考えられる。
事例 11
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自然事象の研修のなかで、雲の話があつたじゃないですか、あれとかホントは小学校の
ときに習っていて覚えてることもあるんですよ。虹のこととかも、水やりをしていて
こっちやねんね―とか。雲の高さでの違いとか 秋の雲やねとか。
考察
事例11は、研修で得た自然事象の知識を、小学校の時に学んだ知識と重ね合わせたり、
保育中に水遣りをしているときに意識するようになつたりしたことをコメントしたもので
ある。自然事象は用意しなくても普段の生活の中で日にすることも多い内容である。太陽、
虹、雲等を今まで見ていたものを研修後には少しは意識して眺めているようである。保育
でも子どもと一緒に共感出来る内容としては、夕焼けや影などを一緒に見ていた。保育中
に部屋に入つてくる太陽の光で積み木の影や、外遊びでの自分たちの影の長さに「わあ― |
影がこんなに長くなってる !」 などの言葉が保育者から出たり、夕焼けの色や雲の形など
を子どもたちと見たりしている姿が保育中にあつた。普段から眺めている景色も、知識型
研修における自然事象の少しの知識と保育者の意識があれば、子どもとの感動体験の一つ
になるのであろうと考えられる。
(C)情報 (意識)共有型研修
振 り返り会②から、保育者が研修で情報や意識の共有をすることで一意識の共有が有用で
ある。実践を振り返ることができる等が読み取れるコメントは「情報 (意識)共有型研修」
に分類した。そしてその分類には以下のような内容のものがあった。
事例12
砂場の環境を考えるグループワークで話し合うというのも良かったし、虫の事を
保護者にどう伝えていくかとゆうグループワーク話し合いの場が持てたのも良かつ
たよね。
考察
事例12では振り返り会②で、自然の大切さや虫に触れ合 うことの意義を虫が苦手な保
護者にどう伝えたらよいのかという議題が上がった。保育の中で親に対して自然のことを
どう伝えていくかは、保育者にとつて難しいことであると分かった。それと同時に園内研
修の効果は子どもとの実践だけでなく、保護者への発信にも繋がるつていくことも分かっ
た。園内研修の中で職員が集まつて自然環境について意見を出し合 う事の効果は、意識の
共有だけでなく園内の自然体験活動の活性化に繋がり、保護者にどう伝えるかを話し合っ
たことで、園全体で自然体験活動をどう取り組んでいくかを考える機会にもなった。この
ように、参加保育者が個々で成長したりするだけでなく、情報 (意識)共有型の研修を行
うことで個人としての問題提起が園全体に広がり、園全体で意識するようになった。
事例13
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アイデアを出し合うような機会だつたりとか畑でどうやつて遊んでるとか話 し合えると
楽しいよね。自分だけ持っている情報やつたら出て来ないことも、人と話し合う中で
いろいろ共有できることもあつたよね。
考察
事例12と違い事例13は、実践中の遊びの楽しさを共有するといったものである。保
育者同士で活動を共有しながら、話をして考えやアイデア、保育実践の内容を伝え合 うこ
とを楽しんでいた。普段それぞれの保育者の自然体験活動の知識や情報をじっくり共有す
る機会はなかつた。しかし今回、他の職員の持っている情報を得ることができ、自分自身
の実践にも活かすことが出来ているようであつた。これは、本研究の情報 (意識)共有型
研修の効果があったと考えられる。
(2)保育者の変化からの発展
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振り返り会②の逐語録をさらに分析していくと、保育者の変化が園全体の変化にどう繋
がっていくかの関係性を拾い出すことができた。カテゴリー で分けると、保育者の変化、
研修後の実践、実践での子どもの様子、園内研修の今後であつた。その関係性を図示した
ものが下記 (図22)である。
保育者の変1じ
,虫に散4tられるようになつてきた
・虫1■興味が持てた
,親:=鹿と触れ合う意義を伝えるようになつた
。自然の中で楽しめるよう1こなつた
,自然を意鐘して簗るようになつた
・自然の申で楽しめるようになつた知識が
自慢材料:こなつた
。自分達が楽しかつた経験を実銭に
おろしたいと思つた
研議の向上
。子L児対象の観振tして欲しい
.自然勧を華つた製作など
も数えて数しい
'維堪議憲菱つたクツキングなども
教えて激しい
・爆籠警にどう握えるかの
グループワークもしていきたい
研経の次年度継雑希望
`奎しい研修だったので
,自鉾の中での最び方と瀬
数の種類とかも分かる
ようになってよかつた
。自然を獲つた蓋びとか憲
全桑知もなかった0で
餞内環境の使しヽ方
・水の使い方を子どもたちに  ,
おらすときは注意したしヽ =曇
・子どもたちが手洗い壌を導華羹
使う時のルールを    ミ
改めて考えて行きたい   ・｀
・立ち砂端の形状を改皇したい
図2-2 圏内研修後の振り返り会春の鷲饒分新
考察
研修後 実践
飼育実践
載蟻察賤
上作り実銭
泥園子実銭
色水実践
虫援し実難
図鑑調べ実銭
実践での子どもの様子
研修肉容が子どもの興味に繋がつた
・錮で麺ちゃんの予想を立てたり、
匂いを感唯たりした
`う虫や上が諄きだし、蛾が子どもたちに
とってホームである
・子どもたちが自然を五態で感じてなヽた
。むしむし村:ま子どもf_―ちにとつて良かつた
。泥園子作呼を幼児:よカリスマ的な子が
出てきたけする
・夕焼けなどを懲識して見ている
爾鰺内響が子ども姜知識に難がった
。部屋:こ1まつてしヽる危毅な虫の写真を
子ども選は意難してもヽる
覇修内容が子どもと曇育者の共感l_策がつた
・先生や子どもたちのアイデアの繋がりがもてた
・大人も子どもも人の真似をして難びが
広がつても｀つている
環境警確においての子どもの様子
・乳児の立ち砂壌から砂を持ち出して撻螂 L舞が多い
,立ち撥場本来の選びで|まなく、大人が行なつている
砂壼しの翼似をする票t児が増えた
・手洗も｀場で砂や土―を洗う子どもがいた
。夏も各も関係な単によを使う子どもがいた
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保育者の変化が園全体にどう繋がつていくかの関係性を振り返り会① (図1-2)と振 り返
り会② (図22)で比較してみた。保育者が変化することで保育実践し、それが子どもの様
子に繋がる。そして、その自然体験活動に感動している子どもの様子を見て、保育者は自
然体験活動の大切さを再確認していた。そうすることで、また自然体験への興味を深める
といった保育者の変化のサイクルは、どちらでも導き出された。相違点としては振り返り
会② (図22)では、遊び場の使い方のルールを決めることが子どもへの躾としても必要で
あること、子どもの遊び場についての安全管理が話題になった。本研究の研修が園内フィ
ール ドを使ったものであることで、実際に子どもたちが使 う遊び場とIEx具を使った体験型
の園内研修ができて良かつたとの声が多く聞かれた。さらに、振り返 り会② (図22)の分
析としては、情報 (意識)共有型の研修として、参加保育者が遊び場や玩具について話し
合うことで研修後すぐに環境の向上に活かせるという効果が得られていた。
総合考察
体験型・知識型・情報 (意識)共有型研修のそれぞれの研修が保育者の変化に有効である
ことは、図 1-1、図21にも示したものと考察で述べてきた。保育者の変化をさらに分析す
るといくつかの関係性が導き出された。その一つが園内研修に1年間参加してみて、その
内容が実践に活かせたという声が多数聞かれたことである。その実践の中でも特筆するこ
とは、苦手だつた虫を使った実践が行えたという保育者の変化が見られたことである。研
修の中には虫や小動物に少しでも興味を持ってもらうといつたことに要点をおいて実施し
たものを多く取り入れた。しかし、いきなり虫を探し、触れるといつた内容では虫嫌いの
参加者には抵抗もあるので、まずは知識型研修として危険な虫や小動物のことを知つても
らった。得体の知れない生き物に触れることは抵抗があるが、身の回りの危険な生き物や
普段よく見ているダンゴムシなどについて、ある程度 知識的に理解すると嫌悪感も少し和
らぐようであった。さらに、虫が苦手な子どもや保育者が実践に取り入れやすいように捕
まえてきた虫などを直接触れるのではなく、まずはケースに入れて観察し、図鑑で調べる
といつた活動を行った。今まで身近な虫を図鑑で調べることはなかった保育者が多く「新
鮮で楽しい」という声もでていた。室内で座学として虫や生き物の知識を覚えるばかりで
は保育者の興味には繋がりにくい。さらに実際にフィール ドに出たとしても無知識に得体
の知れないものを恐る恐る探すような虫捕 りをするのではなく、多少知識を得た上で虫探
しをするといつた知識型と直接体験型の研修の融合が効果的であると考えられる。知識型
と体験型の研修を別々に行 うのでは本研究において効果は低いと分析される。そして、園
内で職員同士が参加することで研修自体を共有できる。このように、情報 (意識)共有型
研修が知識型と体験型に加わることで相乗効果を示し、研修後の参加保育者の変化に大き
な向上をもたらすと (図 11)(図21)からも考察できる。その保育者の変化が園全体の
変化にも繋がつていったことは、図 21、図22より関係性がわかる。この二つの分析も図
11、図 21と同様に、全く異なった9人ずつで行つた振り返り会であつたにも関わらず、
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類似する関係性が導き出された。その関係性とは、参加保育者の変化が実践に繋がり、そ
の実践の中で子ども達の充実した活動ができたことである。さらに重要なことは、研修の
効果で変化した保育者が子どもと共に自然体験活動を楽しめているといつた関係性が分析
できていることである。このように研修の事後に行われた振 り返り会で参加保育者達は研
修が楽しめたと同時に、実践でも子どもたちと一緒に楽しめたことを述べていた。この保
育者と子どもが自然体験活動を通して共に感動出来たことが、研修の効果が園全体に広が
つていつた要因ではないかと考えられる。
第2節 アンケー ト調査の分析と考察
第1項 アンケー ト調査の詳細
2012年度に行つたY保育園の園内研修において、参加者に事前と事後に記名式で20間の
アンケー ト調査を行つた。ジャンルは虫、植物、砂・土 (泥)。水に対するもので選択式と
記述式の混在したものである。
事前アンケー ト:調査人数 19人
回収期間 2012年4月
事後アンケー ト:調査人数 19人
回収期間 2013年4月
第2項 意識調査アンケー トの事前事後比較の考察 (全体の変化)
事前アンケー トと事後アンケー トの比較を全体の変化として分析してみた。アンケー ト
内容が同じものに対して、全回答者19人が園内研修を受ける前と受けた後では回答にど
のような変化があつたか、その変化に研修の効果が影響しているのかを分析した。アンケ
ー ト回答の比較分析において大きな変化が見られたものを、いくつか取り上げて考察する。
表1-1直接触ることのできる虫について
事前19人中(人) 事後19人中(人) 事前(人)一事後(人)
だんごむし 19 19 0
ちり 19 18 -1.0
喋 13 13 0
てんとう虫 18 18 0
′ヾッタ 15 15 0
かえる(おたまじゃくし) 15 14 -1.0
カマキリ 13 15 +2.0
かたつむり 18 18 0
とんば(やご) 14 13 -1.0
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こおろぎ 8 10 +2.0
かぶと虫(くわがた虫) 14
?
? +3.0
鈴虫 6 8 +2.0
なし 0 0 0
考察
まずは、アンケー トの間中の「次の生き物の中で直接触ることができるものをお答えく
ださい。」の事前事後比較結果で大きな変化が得られたものは、表11より、コオロギにお
いて事前アンケー ト8人(19人中)から事後アンケー ト10人(19人中)と2人増えた。
カブ トムシでは 14人から17人と3人増えた。スズムシは6人から8人である。この3つ
の虫は園内研修の中で取り入れた虫である。第2章の総合考察でも述べたように知識型研
修で取り入れた虫については得体が知れないものから、得体が知れたものになり、直接体
験型研修で少しずつ触れることで相乗効果的に苦手意識がなくなった結果であると考察さ
れる。他に研修で取り入れた虫についてだが、ダンゴムシは 19人から19人、てんとう虫
は 18人から18人と変化がなかったが、これはもとから触れることができる保育者が多か
つたものであつたため変化がなかった。さらに今回研修に取り入れなかったにも関わらず
変化したのが、カマキリの 13人から15人の2人増加である。これは研修後に実践として
畑での虫捕 りが流行り、その時に子ども達が捕まえたカマキリを触るうちに抵抗が少しず
つ薄れたと変化があつた保育者からの後日談としてコメントが得られた。
表 1-2子ども達に飼い方を教えることができるものについて
事前 19人中(人) 事後 19人中(人) 事前(人)一事後(人)
だんごむし 12 14 +2.(
あり 5 4 -1.C
蝶 3 5 +2.C
てんとう虫 4 12 +8.(
バッタ 2 3 +1.(
かえる(おたまじゃくし) 4 8 +4.〔
カマキリ 3 6 +3.〔
かたつむり 14 18 +4.〔
とんば(やご) 2 2
こおろぎ 3 3
いぶと虫(くわがた虫) 8 16 +8.(
冷虫 5 7 +2.(
なし 3 0 -3.(
考察
24
次にアンケー トの中の「次の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるもの
をお答えください。」という間では図 1-2より、ダンゴムシが 12人から14人、カタツムリ
は14人から18人、スズムシは5人から7人、カブ トムシは8人から16人に増えた。この
ダンゴムシ、カタツムリ、スズムシ、カブ トムシは飼い方や特性を知識型の研修で伝えた
ものが増加に現れているものと考察される。しかしここでも、園内研修の内容に取り入れ
ていないてんとう虫が4人から12人、かえる (おたまじゃくし)は4人から8人と増える
といった結果が出てきた。てんとう虫やかえる、そのほかの生き物についても例年より研
修を行った年は飼育活動が各クラスで行われていたのは事実である。いくつかの生き物に
触れ合つたり飼育したりすることにより相乗的に他の生き物に対しても興味を持ち飼育と
いう実践に取り入れ、飼育方法を個々で調べたと考察される。ここでもう一つ注目したい
のが、飼い方を教えることができる生き物が、なしであった参カロ者が事前アンケー トでは
3人だつた。しかし、事後アンケー トでは0人になり何らかの生き物の育て方を知ったり、
実践で育てたりしていると考えられる。このように、園内研修の直接体験で虫などに少し
でも触れ合 う機会を作つて興味を持ったり、知識型研修で育て方を知つたりすることが保
育者の変化に繋がったと考えられる。
表1-3草木花を使つた色水遊びや染物を子どもに教えることができるか
考察
表 13の「草木花を使った色水遊びや染物を子どもに教えることができる。」の参カロ保
育者の事前事後変化は「全く知らないので教えられない」が-3人で、「少し知らてぃるが
教えられない」が-2人と教えられない参加保育者が減少したのに対して、「少し教えられ
る」が+5人と増力日している。これは、園内研修において実際に草木花を使った色水遊び
や染め物を楽しむといつた体験型研修を実施することで、参加保育者に有益な効果を示し
たものであると考える。
表1-4砂の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えることができるか
事前 19人中(人数) 事後19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
色々と教えられる 1 1 0
少し教えられる 10 15 +5.0
少し知っているが教えられない 4 2 -2.0
全く知らないので教えられない 4 1 -30
事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
色々と教えられる 1 1 0
少し教えられる 3 10 +7.0
少し知っているが教えられない 9 7 -2.0
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1全く知らないので教えられない  1   6   1   1   1-5.0
考察
表 14は「砂の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。」の事前事後比較を示した
ものである。参加保育者の変化は「全く知らないので教えられないJが-5人で、「少 し知
つているが教えられない」が-2人と教えられない参加保育者が減少したのに対して、「少
し教えられる」が+7人と増加している。これは、園内研修において参加保育者が実際に
砂遊びを楽しむといつた体験型研修を実施することで参加保育者に有益な効果を示したも
のであると考える。保育園で砂場で遊ぶことは一般的であるが、その活動に自信を持って
いる保育者は過半数以下であつた。研修では、砂でも団子が作れること、砂場の道具も工
夫次第で様々な遊びに繋がること、砂場の環境を話し合い情報 (意識)共有することで事
後では 19人中 11人の過半数が自信を持つて砂場環境で子どもたちと遊ぶことが出来たと
考えられる。
考察
表15は「色々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。」
の事前事後比較を示したものである。参加保育者の変化は「全く知らないので教えられな
い」が-1人で、「少し知っているが教えられないJが-3人と、教えられない (伝えられ
ない)と考えている参加保育者が減少したのに対して、「少し教えられる」が+3人、「色々
と教えられる」が+1人を合わせると「教えられる」に変化した参加保育者が4人増えた。
これは、園内研修において参加保育者が泥団子作りやそれを使つた遊びを実際に行うとい
った体験型研修を実施することで参カロ保育者に有益な効果を示したものであると考える。
研修前も同園内では泥団子作りは行われていたが、事前アンケー トでの泥団子作りという
活動に自信を持っている保育者は過半数を割っていた。研修では土の種類、安定した泥団
子を作るための方法や作つたあとの泥団子を使つた遊びなどへの発展させる直接体験した。
その結果研修後の保育者の変化は 19人中 12人が自信を持って保育実践できるようになっ
たのではないかと考えられる。
表 1-5色々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができるか
事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
色々と教えられる 1 2 +1.0
少し教えられる 7 10 +3.0
少し知っているが教えられない 9 6 -3:0
全く知らないので教えられない 2 1 -1.0
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事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
コメント有り 7 +4.0
表1-6虫や小動物を使つた自然体験活動について
表1-8土、泥、水を使つた自然体験活動について
事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)―事後(人数)
コメント有り 9 15 +6.0
考察
表 16表17表1-8では、虫や小動物、植物、土・泥・水のそれぞれのジャンルの活動
を子ども達に教えられる (伝えられる)かを記述形式で回答してもらった結果である。研
修前は記述なし (全く活動内容を書いていない)の回答者が過半数いたが研修後は大幅に
記述あり (一つでも活動内容を書いていれば「記述あり」とカウントした)の参加者が増
加し研修の効果があつたと考えられる。これは、研修内で様々なジャンルにおいて活動の
提案を学習しただけではなく実際自分たちで遊ぶという行為をすることでより記憶に残つ
たものと考えられる。また内容をレジュメとして配布しているため参加出来なかった保育
者も知識として得ることができたのと、参加者もレジュメを見ることでフィー ドバックで
きたのではないだろうか。記述として書き込むことは、項目選択するより活動内容を知り
得ていなければならない。記述方式のアンケー ト回答で上記のような結果が得られたこと
は園内研修の効果が実践に繋がる可能性も高いのではないかと考察される。
第3項 意識調査アンケー トの事前事後比較の考察 (個人別の変化)
事前アンケー トと事後アンケー トの比較を個人の変化として分析した。アンケー ト内容
が同じものに対して、回答者が園内研修を受ける前と受けたあとでは回答にどのような変
化があつたか、その変化は研修の効果が影響しているのかを分析していきたい。個人別の
変化を探るためにアンケー トの回答に得点を付けその変化を考察した。
得点の付け方は以下である。問1から問4までは、かたつむり、蝶、かぶと虫 (くわが
た虫)、 だんごむし、かえる (おたまじゃくし)、 あり、とんぼ (やご)、 てんとう虫、鈴虫、
カマキリ、こおろぎ、バッタ、なしの 13つ選択肢から複数選択可で回答してもらつた。そ
の回答数とその増減を下記の表にまとめた。+の得点が高い程多くの生き物を選択し、園
内研修の効果があつたと考えられる。また、問 5、 問 13、問 17は知っている自然体験活動
を記述してもらつた。そして、活動内容その記述の数を点数化している。増減としては、
表 1-7植物を使つた自然体験活動について
事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
コメント有り 8 15 +7.0
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+の得点が高い程、園内研修での効果がみられ、回答者が実践に使える活動が増えたと考
えられる。さらに、問6から問 12と、間 14から問 16は、虫や生き物 。植物・砂、土、泥
などに対しての活動内容に対して、全く知らないので教えられない-1点、少し知つてい
るが教えられない-2点、少し教えられる-3点、色々と教えられる-4点と、教えられ
る能力があると回答者が思うほど高い得点があると設定した。これも、増減が+であるほ
ど園内研修前後の比較変化として、それぞれの活動を行うことへの自信に繋がつたと考察
できる。
以上のことを踏まえた上で、回答者を数人取り出して園内研修の個人別の変化を分析し
ていきたい。
回答者1(女)園内研修参加回数8回(11回中)
質問文 事前 事後 増減
間 1 幼稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 5年以上10年未満
間 2 次の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 7 12 +5
問 3 次の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 10 12 +2
間 4 欠の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるものをお答えください。 0 4 +4
間 5 欠の生き物の中で子ども達に習性を教えることができるものをお答えください 2 2 +0
問 6
虫や小動物を使つた自然体験活動であなたが知っているものをお答えください。思し
つかなければ「なし」という回答でも構いません。
0 1 +1
問 フ 野草などの植物を使つた遊びを子どもに教えられる。 1 3 +2
問 8 陀や野菜の育て方を子どもに教えられる。 2 3 +1
間 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 2 3 +1
間 10 陀草木や野菜を使つたゲームや遊びを子どもに教えることができる。 1 3 +2
間 11
疸物(野菜くず、落ち葉、雑草など)と微生物を使つた土作りを子ども達に教えること
bヾできる。
1 3 +2
間 12 反穫した野菜を簡単に調理する方法を知つていて活動に取り入れられる。 3 3 +0
間 13 筆木花を使つた色水遊びや染物を子どもに教えることができる。 3 3 +0
問 14
疸物を使つた自然体験活動であなたが知っているものをお答えください。思いつかな
ナれば「なし」という回答でも構いません。
2 4 +2
間 15 邑々 な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 3 3 +0
間 16 秒の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 2 3 +1
間 17 尼や水の特性を知り、環境作りや泥遊び水遊びを教えられる。 1 3 +2
間 18
土、泥、水を使つた自然体験活動で子ども達に教えられるものをお答えください。思
いつかなければ「なし」という回答でも構いません。
0 3 +3
表21 アンケー ト調査の個人分析 1
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回答者 1の事後口述アンケー ト問20より
気軽に大人も楽しめる体験でよかつた。畑にも行く機会が増えた。自由遊びや夕方遊びの
中で、ちょつとした遊びを投げかけることができた。色々自然活動をしていきたいが、
日々の限られた活動時間の中で、なかなかじつくりと取り組むことは難しかつた。
考察
事前事後アンケー トの変化の大きかった回答者 1は「野草などの植物を使った遊びを子
どもに教えられる。」「花草木や野菜を使つたゲームや遊びを子どもに教えることができ
る。」「植物 (野菜くず、落ち葉、雑草など)と微生物を使った土作りを子ども達に教える
ことができる。」「泥や水の特性を知り、環境作りや泥遊び水遊びを教えられる。」の4つの
質問に対して、全く知らないので教えられない1点が、少し教えられる3点に事前と事後
で変化し+2点の変化が見られた。表 21の増減より参加者 1は園内研修を 1年間行つた
効果があつたと考えられる。変化の詳細としては触れることができる虫が増えたり、実践
の中で子どもたちに様々なことを伝えられるようになったりしている。これは、直接体験
型、知識型の研修の効果が出ているものと考察できる。また、回答者 1の事後アンケー ト
間 20「畑にも行く機会が増えた。自由遊びや夕方遊びの中で、ちょつとした遊びを投げか
けることができた。」とあるように、実践でも効果があつたことが考えられる。
回答者2(女)園内研修参加回数9回(11回中)
質問文 事前 事後 増減
問 1 切稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 5年未満
問 2 欠の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 9 6 -3
問 3 欠の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 9 12 +3
間 4 欠の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるものをお答えください 2 3 +1
間 5 欠の生き物の中で子ども達に習性を教えることができるものをお答えください。 2 4 +2
間 6
去や小動物を使つた自然体験活動であなたが知っているものをお答えください。思し
つかなければ「なし」という回答でも構いません。
0 0 +0
間 7 野草などの植物を使つた遊びを子どもに教えられる。 2 3 +1
問 8 にや野菜の育て方を子どもに教えられる。 2 3 +1
問 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 1 3 +2
間 10 陀草木や野菜を使つたゲームや遊びを子どもに教えることができる。 1 3 +2
問 11
疸物(野菜くず、落ち葉、雑草など)と微生物を使つた土作りを子ども達に教えること
0ヾできる。
2 2 +0
間 12 収穫した野菜を簡単に調理する方法を知っていて活動に取り入れられる。 2 2 +0
問 13 草木花を使つた色水遊びや染物を子どもに教えることができる。 2 3 +1
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問 14
物を使つた自然体験活動であなたが知っているものをお答えください。思いつ
れば「なし」という回答でも構いません。
0 2 +2
間 15 箋々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 2
?
? +1
間 16 秒の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 2 2 +0
間 17 尼や水の特性を知り、環境作りや泥遊び水遊びを教えられる。 2 3 +1
間 18
土、泥、水を使つた自然体験活動で子ども達に教えられるものをお答えください。思
′ヽつかなければ「なし」という回答でも構いません。
0 3 +3
表歩2 アンケー ト調査の個人分析 2
回答者2の事後口述アンケー ト問20より
園内研修を受ける前より自然に興味が持てるようになり研修で学んだことを子どもに伝えるこ
とができるようになつたと思います。ほとんど何も知らなかったので研修に参加することで自分
知識になり良かつたです。職員間でも研修の時間に様々な情報を共有できて勉強になりました。
考察
変化の大きかつた参加者をもう一人抽出する。回答者 2は保育歴が 1年未満の新卒の保
育者である。表 2-2で示した通り、直接触れられる虫が増え、子どもたちに自然体験活動
を通して伝えられることが増えたことで保育実践の自信にも繋がると考えられる。事後ア
ンケー トの問 20で回答者2は、上記のように記述している。その内容で、「園内研修を受
ける前より自然に興味が持てるようになり研修で学んだことを子どもに伝えることができ
るようになったと思います。」と答えている。アンケー トの事前事後比較での参加保育者の
変化として増加している項目が多いことからも本研究で開発 した研修が、参加保育者 (回
答者2)の変化として効果的であったと考えられる。特筆したいことは、回答者2は保育
者となってまだ1年目のため、ほとんどが「全く知らないので教えられない」「少し知って
いるが教えられない」の二つを選択 しており自然体験活動に自信を持っていないことが伺
える。序章でも述べた自然体験活動の知識も技能も低い若年の保育者であると考えると、
その若年の保育者が1年間の園内研修を受けることで上記のように変化した。これは、本
研究の研修プログラムが自然体験活動に自信を持っていない若年の保育者に特に効果があ
るのではないかと推測できよう。
回答者3(女)園内研修参カロ回数10回(11回中)
質問文 事前 事後 増減
間 1 幼稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 20年以上
間 2 欠の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 10 10 +O
問 3 次の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 12 12 +0
30
間 4 の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるものをお答えください。 12 12 +O
間 5 次の生き物の中で子ども達に習性を教えることができるものをお答えください。
?
? 12 +0
間 6
虫や小動物を使つた自然体験活動であなたが知っているものをお答えください。思し
つかなければ「なし」という回答でも構いません。
3
?
? +3
間 7 野草などの植物を使った遊びを子どもに教えられる。 4 3 -1
間 8 花や野菜の育て方を子どもに教えられる。 3 3 +0
間 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 4 3 -1
間 10 陀草木や野菜を使つたゲームや遊びを子どもに教えることができる。 3 3 +0
間 11
疸物(野菜くず、落ち葉、雑草など)と微生物を使つた土作りを子ども達に教えること
6ヾできる。
2 3 +1
間 12 収穫した野菜を簡単に調理する方法を知っていて活動に取り入れられる。 4 3 -1
問 13 草木花を使つた色水遊びや染物を子どもに教えることができる。 3 3 +0
間 14
値物を使つた自然体験活動であなたが知っているものをお答えください。思いつかな
すれば「なし」という回答でも構いません。
3 6 +3
間 15 色々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 3 4 +1
間 16 秒の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 4 3 -1
間 17 FLや水の特性を知り、環境作りや泥遊び水遊びを教えられる。 4 3 -1
問 18
土、泥、水を使つた自然体験活動で子ども達に教えられるものをお答えください。思
′ヽつかなければ「なし」という回答でも構いません。
4 5 +1
表23 アンケー ト調査の個人分析
回答者3の事後口述アンケー ト問20より
自由あそびの中で、子どもたちが水遊びや砂遊びなど自分たちでしていることが増えたのでは。
考察
次は変化の少なかったと思われる参加保育者を分析していく。回答者の特徴としては保
育経験が20年であること、11回中 10回研修に参加していることである。変化としてはポ
イントの減少が多くみられた。「色々と教えられるJと4ポイントから「少し教えられる」
の 3ポイントに減少した項目が 5項目あり、研修を受けることで自信をなくしたのか、控
えめな回答になつたのかは分析しきれなかったが事前事後のアンケー ト調査比較で減少傾
向があつた。この減少より参加回数が多いからといつて保育者の良い変化に繋がるとは限
らないという結果が得られた。また、回答者 3の事後アンケー ト問20では「自由あそびの
中で、子どもたちが水遊びや砂遊びなど自分たちでしていることが増えたのでは。」と自分
自身の変化については記述がなかった。回答者 3を分析し考察すると、副園長という立場
で担任ではないこと、保育歴が20年以上と長い保育者であること、すでに自然体験活動に
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質問文 事前 事後 増減
間 1 幼稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 5年以上10年未満
問 2 次の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 9 4 -5
間 3 欠の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 7 7 +0
間 4 欠の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるものをお答えください 5 8 +3
間 5 欠の生き物の中で子ども達に習性を教えることができるものをお答えください。 3 6 +3
間 6
去や小動物を使つた自然体験活動であなたが知つているものをお答えください。思し
つかなければ「なし」という回答でも構いません。
0 0 +0
問 7 野草などの植物を使つた遊びを子どもに教えられる。 3 3 +0
間 8 陀や野菜の育て方を子どもに教えられる。 3 2 ―-1
間 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 3 3 +0
問 10 陀草木や野菜を使つたゲームや遊びを子どもに教えることができる。 3 3 +0
問 11
値物(野菜くず、落ち葉、雑草など)と微生物を使つた土作りを子ども達に教えること
0 でヾきる。
2 2 +0
間 12 反穫した野菜を簡単に調理する方法を知つていて活動に取り入れられる。 4 3 -1
問 13 草木花を使つた色水遊びや染物を子どもに教えることができる。 3 3 +0
間 14
値物を使つた自然体験活動であなたが知つているものをお答えください。思いつかな
ナれば「なし」という回答でも構いません。
0 0 +0
間 15 色々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 3 2 ―-1
間 16 りの特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 2
?
? +1
間 17 FLや水の特性を知り、環境作りや泥遊び水遊びを教えられる。 3 3 +0
間 18
土、泥、水を使つた自然体験活動で子ども達に教えられるものをお答えください。思
ハつかなければ「なし」という回答でも構いません。
0 4 +4
興味と知識を持っていると自負していること。そのような保育者には今回開発 した園内研
修では効果が低いため、一層の研修内容の改良が必要となってくる。
回答者4(女)園内研修参加回数0回(11回中)
表24アンケー ト調査の個人分析 4
回答者4の事後口述アンケー トより
私は一回も参加してないので、自然体験活動の意味が良く分からないし、実践についてもよく
分からないけど、レジメの内容は過去に学んだ事の復習になったり、新しい知識になつた。
一つのテーマから、遊び方、知識、雑学、歌など、幅広い視野で書いてあったのが面白かつた。
漠然と楽しいから遊ぶだけではなく知識にもとづいて遊ぶことも必要だとは感 じる。子どもの
力だけであそびを展開していくまでにはなつていないが、後々あそびの中で生かせる経験に
はなったと思う。
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考察
変化が少ない参加保育者をもう一人抽出する。回答者4の変化の少なさの原因を考察す
ると園内研修の参加回数がない (0回)ことである。5歳児クラスの担任であり忙しさもあ
つて一度も参カロ出来なかつた。表 2-4アンケー ト調査の個人分析の問 4問5の3ポイント
の増加はは配布したレジュメから得た知識で、少なからずも変化に影響したのであると考
えられる。また、回答者4の事後アンケー ト問20より「レジメの内容は過去に学んだ事の
復習になったり、新しい知識になつた。一つのテーマから、遊び方、知識、雑学、歌など、
幅広い視野で書いてあつたのが面白かった。漠然と楽しいから遊ぶだけではなく知識にも
とづいて遊ぶことも必要だとは感じる。」と記述していることから知識的なことは少しは効
果があつたと見られる。しかし、「自然体験活動の意味が良く分からないし、実践について
もよく分からないけど」と記述していることからレジュメだけでは、本研究で開発してい
る園内研修本来のねらいである直接体験で楽しみ興味を持つことで参加保育者が変化 し、
保育実践に活かすことが出来るようになるといつた効果は低いと考えられる。
総合考察
本研究で開発した園内研修の参加保育者への効果が高いのは、保育経験の少ない保育者
であった。序章でも述べたように若年の保育者達には子どもに自然を十分に伝えられる実
践技量を持っている者が少ないと考えられる。本研究で開発 している園内研修のような演
習授業がある養成学校は少なく、本研究のアンケー トの回答者2も自身で自然体験活動に
対する実践技量の少なさを記述している。自信も知識もない保育者に対して押しつけのよ
うな研修をするのではなく、まず実際に遊んで体験して興味を持ってもらえるような研修
を行ちたことで回答者 2の若年の保育者に効果があったのではないだろうか。それに対し
保育経験が長く、自然体験活動に対する意識も知識もすでに持つている回答者 3の参加保
育者は自身の変化が少なかった。しかし、第2章第 1節第2項の事例 13にあるように意識
共有型研修において回答者 3の参加保育者は、他の参加保育者に影響を及ぼしているもの
と考えられる。また今回一度も園内研修に参加出来なかった回答者がいたため園内研修の
効果を裏付けるデータとなつた。資料やレジュメを渡すだけの知識単体の研修では保育者
の変化に効果は少なく、体験型研修・知識型研修・意識共有型研修の融合された園内研修
に参加することが自然体験活動を園内で実践する上で効果があると考えられる。
第4項 事後アンケー トの選択回答の考察
事後アンケー トで園内研修の感想を選択肢で回答してもらった結果は下記である。
表2-52012年度毎月行つた「保育者のための自然体験活動園内研修」はいかがでしたか。
事後 19人中(人数)
楽しく子ども心に戻れる研修であつた 14
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自然に興味がもてるようになつた 13
保育にも必要な自然の知識がついた 12
虫・植物・砂、土・話し合いなど様々なジャンルがあつてよかった
ヨ外での自然研修より園内環境を使つた自然研修はよかつた
ヨの職員同士の交流にもなった
子どもとの活動の中で自然体験を意識するようになった 9
座学で知識だけの研修より、体験型の研修は有意義であると感じた 9
すぐに実践に使えるものであつた 8
職員同士の自然に関する実践の情報共有ができた 7
ヨ内の自然環境を知り安全管理にもなった 3
自然への関心に変化はなかった 1
果育に自然関係の知識は必要ないと感じた 1
邑々 なジャンルがありすぎてわかりにくかつた 1
考察
表 25は園内研修の感想を複数選択してもらったものである。このうち、過半数の参加
保育者が選択した項目を挙げて考察していく。「楽しく子ども心に戻れる研修であった」は
14人(19人中)、 「自然に興味がもてるようになった」は13人、「保育にも必要な自然の知
識がついた」は 12人、「虫 。植物・砂、土 。話し合いなど様々なジャンルがあつてよかっ
た」は11人、「園の職員同士の交流にもなった」は 11人で本研究で開発した園内研修の
3つの柱である体験型研修、知識型研修、意識 (情報)共有型研修の効果が現れている結
果となった。また、「園外での自然研修より園内環境を使った自然研修はよかった」は 11
人であつたことも、本研修で重視している園内のフィール ドを使った研修の意義が参加保
育者に理解されている結果であると考える。しかし、「座学で知識だけの研修より、体験型
の研修は有意義であると感 じた」「すぐに実践に使えるものであった」「職員同士の自然に
関する実践の情報共有ができた」が過半数に満たない結果を得たことは、今後の改善点を
見出すためにも今後の研究課題としていきたい。
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終章
序章では、平成 10年からの子ども達の自然体験活動の急激な減少について述べている。
これは昨今の環境教育や子どもの自然との関わりに対して警鐘を鳴らしていると考える。
自由に自然と関わることが出来る子どもの遊び環境としての空き地、原つぱ、森林等が減
少しているだけでなく、その楽しさを伝える大人も減つているのが現状である。家族や親
子で遊びに行く場所が変化し、さらに子ども同士が友達と遊びに行く場所も内容も変化し
つつある。子どもにとつて自然体験活動が減つてしまっても、何の影響もないのであろう
か。直接体験と比較した疑似体験や間接体験の増加で子ども達のコミュニケーション能力
の低下や生きていく為に必要な心の形成に負の影響を及ぼすことも、懸念される。また中
央教育審議会が述べている生きる力の基盤を育む上でも、自然や社会との直接体験が必要
とされている。そのような子どもの成長段階において重要な環境を家庭や地域の遊び場で
用意することが難しいのであれば、乳幼児が家庭以外で活動する場である保育園や幼稚園
での環境は特に重要なものになってくる。
では、保育現場の現状はどうか。自然と子どもが関わる事の重要性を保育者の大半は理
解しているようである。しかしながら、実際の保育現場において、若年の保育者達には子
どもに自然を十分に伝えられる実践技量がないことも共に述べられている。ここで、若年
の保育者の自然体験活動に対する知識や技能、そもそもの興味や意欲の減退は上記でも述
べたように平成 10年より減 り続けている自然体験活動の減少によるものと考えられる。こ
の減少の一途をたどる時期に子どもから大人に成長した世代が、現在の若年の保育者であ
る。若年保育者の自然体験活動を保育実践する知識や技能が乏しいのであれば、現場で勤
務する前の養成校時にその能力を高めるべきである。しかし、カリキュラムの多忙さ、自
然を机上に持ち込むことの難しさ等が理由で、実践されていない。さらに、保育者養成の
時点で保育者志望学生の飼育経験や動物観が望ましい状況でないことや、生物形態の認識
力も低下傾向であるにも関わらず、それを補 う養成教育が実施されておらず、動物飼育経
験や基礎知識がないまま現場に出ていのが現状である。
では、知識と技能が不足しがちな自然体験活動を現場で取り組んでいくよりよい策とは
何であろうか。本研究において、その策の一つとして自然体験活動の保育者研修を取 り上
げた。その研修プログラムの開発し活用することで上記で危惧するような保育現場の環境
向上に貢献したい。ここで、本研究のデータを分析考察したことで導き出された園内研修
について述べたい。まずは、研修の3つの柱の1つである直接体験型の研修である。参加
者である保育者の興味をわかせるためには、実践ですぐに行える内容の自然体験活動を自
分達で実際に遊んで楽しむことである。そうすることで、自分たちが楽しかったことを、
子どもたちにも伝えてあげたいと思うのである。実際泥団子作りの研修では研修終了時間
になっても「もう少し作りたい。」と熱中しツルピカになった泥団子を嬉しそうにビニール
に入れる参加保育者が多数いた。その保育者はその後の実践で子どもたちと楽しさを共感
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しながら泥団子を作っていた。研修フィール ドが自分たちの園内であることで実際行つた
経験が実践に繋がりやすいのである。図 11図21の関係性とその事例より、体験型研修
が参加保育者の変化に直結していることが導き出された。
2つ日は知識型研修である。体験型研修でただ単に楽しく自然体験をして遊べばよいの
ではなく、その活動の理論や理屈を理解していることが必要である。そうすることで、子
どもに対する言葉掛けも変わり、実践にも深みが出てくるのである。第 1章第2節の総合
考察と表 1-1の考察にもあるように知識型研修で身近な虫などの生き物の知識を得ること
が保育者の変化に効果を示すことを述べている。苦手だつた虫も研修で安全であることや
特徴などを知り、得体の知れない物から得体が知れたことと、虫を捕まえたり探したりす
る直接体験を少しずつ無理なく行 うことで、苦手な虫が触れられるようになったのではな
いかと考えられる。これは、体験研修と知識型研修が融合してこそ保育者の変化に繋がっ
たのであると考えられる。さらに、危険な虫の知識をつけるために行つた研修で、参カロ保
育者からの「子ども達にも意識させたい。」と言う声から各クラスに危険な虫の写真を掲示
することになった。そして結果的に子ども達の認識に繋がり園全体に広がっていった。こ
のように、知識研修における危険な虫の知識は園内の安全管理と、実践において安心して
その他の虫に触れる為の予備知識にもなったのである。
最後に、情報 (意識)共有型研修は保育歴の長さや自然体験に対する知識の豊富さなど
様々な参加保育者との情報 (意識)共有の機会を持つことで園全体の意識を高めることに
繋がる。そして、職員全員で、その後の園内の環境について考える機会にもなる。そのた
めにも、普段実践で使 う園内で職員が交流しながら情報 (意識)共有することが大切なの
である。情報 (意識)共有研修の中に砂場の道具を実際に使つて、その場で参加保育者同
士で話 し合うというものがあつた。「子ども達がこんな使い方してたよ。」という言葉に実
際に保育者が同じように使ってみると「わ―面白い。子どもつてこんな感じで楽しんでい
るんや。」と子どもの気持ちになって楽しんでいた。また実際使っている砂場で話し合いを
することで、片付け方や安全管理などの話し合いも持つことができた。このように情報 (意
識)共有型研修は、他の職員が持つている情報を共有するだけでなく、園内の自然体験活
動の意識を高めたり、その楽しさを共有したり、環境の整備や安全管理を一緒に考えたり
するといつた多面的な効果がある。
さらに参カロ保育者達は自然体験活動についての知識が薄い者も少なくない。活動に取り
入れたくても、その知識や情報を自分たちで集めるには日々忙しい勤務内では難しいので
ある。今回の園内研修で体験 し興味を持ち、知識や情報を得ることで意識も高まり実践に
スムーズに繋がつたものと考えられる。
ここで特筆したいのが、どれか一つに偏つた研修ではなく、園内のフィール ドで実施し
直接体験型研修、知識型研修、意識 (情報)共有型研修が混在し融合することで相乗的に
効果をもたらし、参加保育者の変化に繋がり、研修内容が保育実践に活かされるとい うこ
とである。本研究で開発した研修を実際に現場で活用し、今後の保育現場に貢献が出来れ
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ば幸いである。
研修後の振り返り会で研修内容の改善点が、いくつかあがつた。「平L児対象の研修も行つ
て欲しい。」「栽培物を使つた簡単クッキングなども知りたい。」「自然物を使った製作も教
えて欲しい。Jなど参加保育者の提案を取り入れ、よりよい園内研修を開発していきたい。
また今回は、二つの園で1年間のデータ収集しかしていないが、他の園や複数年でのデー
タ収集を行い園内研修開発の実証性を高めていきたい。
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